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承認

アルコールに強い人、弱い
人がいるように、痛みをとる
ために必要な「医療用麻薬」
の量にも個人差があります。
内服薬や注射薬、座薬、貼

付剤などの種類があり、副作
用に対しても対処法や薬が開
発されていて、十分に対応で
きるようになっています。

がんの痛みをコントロールするために、「医療用麻薬」
が使われます。がんの痛みにとても有効な薬です。痛みがあ
る状態で使用すると、依存症や中毒にならないことがわかっ
ています。

「医療用麻薬」について正しく知りましょう

参考 http://www.shionogi.co.jp/tsurasa/trearment/opioid
がんの痛みに使用される医療用麻薬-オピオイド鎮痛薬-

一部改変

医療用麻薬 不正麻薬・覚せい剤など

麻薬及び向精神薬取締法に
より使用が許可されている
麻薬です。

麻薬及び向精神薬取締法によ
り、使用や所持、譲渡、譲受、
製造、輸出、輸入などが禁止
されている麻薬です。

使用や管理は法令により厳格に
規定されており、取扱いには十
分な知識と注意が必要です。

一時的な快楽のため、不正に
使用されることがあります。

代表的なものは、モルヒネ、
オキシコンチン、オキノーム、
フェントステープ、タペンタ、
ワントラム、ナルサス、ナルラ
ピド、ナルベインなど

代表的なものはヘロイン・コ
カイン・MDMA・LSD覚せい
剤、大麻など

「医療用麻薬」と不正麻薬との違い

http://www.i-acp.org/
http://www.i-acp.org/

